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★町の人口★人口10,172(+ 2）男4,820(+ 5）女5,352（一3） 世帯合計3,419（一1) 62年12月末日現在）内は前月との比較です 
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こ
の
写
真
の
写
さ
れ
た
正
確
な
日
時
は
わ
か
 

り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
三
十
年
代
の
前
半
だ
と
推
 

測
さ
れ
ま
す
。
写
真
の
左
側
が
赤
池
駅
。
炭
鉱
 

全
盛
時
の
引
込
線
の
レ
ー
ル
が
見
え
ま
す
。
 

~一’\A いニI鵬‘ ’、 え、,長 、、‘~1 。’、 ー‘、~ー一一~~』 

上の写真を同じ位置から写したものです。 

昭和44年建設の町立病院が中央の上です。 

今年が50周年 
赤池町が町制を施行したのが昭和仏年 

1 1月3日。 

今年は50歳になったわけです。でも町 

は幼児と同じです。町民のみなさんの手 

助けがないと歩く事も出来ません。 

50周年を記念して色々な催し物を行い 

たいと考えていますが、主役はモチロン 

あなたですガ 



cJ ) 、 乙 ノ 

児童手当（ち 議会だより 昭
和
六
十
二
年
第
十
二
回
定
例
町
議
 

会
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
 

ま
で
の
七
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
国
 

保
や
上
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
、
 

税
条
例
の
改
正
、
又
、
追
加
議
案
と
し
 

て
赤
池
町
職
員
の
給
与
の
条
例
改
正
、
 

そ
れ
に
伴
う
、
 

一
般
会
計
の
補
正
予
算
 

な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

条
例
の
一
部
改
正
 

⑥
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
→
住
民
税
の
税
率
の
緩
和
 

な
ど
の
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
 

の
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
 

す。 
⑨
赤
池
町
職
員
、
な
ら
び
に
単
純
な
労
 

務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
、
ま
た
 

一
般
職
の
職
員
の
通
勤
手
当
支
給
に
関
 

し
て
の
条
例
の
一
部
改
正
‘
人
事
院
勧
 

告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
 

準
じ
て
、
職
員
の
給
与
の
改
定
に
伴
う
 

条
例
の
改
正
で
す
。
 

補 

正 

予 

算 

⑥
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

、、ノ と変りましプ；ニ つ
 

よ
 

⑧ 
昭和63年4月1日現在小学校 

入学前の児童を含む18歳未満の 

お子さんを2 人以上育てている 

家庭が対象となります。 

ただし2人目、 3人目以降の 

お子さんについては昭和57年4 

月2 日以後に生まれた児童に限 

られ対象となります。従って現 

在受給中の方でも、小学校に在 

学しているお子さんの児童手当 

は4月1日以後、受給停止とな 

ります。 

⑥ 
昭和62年4月1日現在、18歳 

未満のお子さんを2 人以上育て 

ている家庭が対象となります。 

ただし2人目以降のお子さん 

は、昭和58年4月2 日以後に生 

まれた児童に限られ対象となり 

ます。 

また、 3 人目以降のお子さん 

については、昭和62年4月1日 

現在で満9歳未満までの方が対 

象です。 

児童手当は月額で2人目 2,500円、 3人目以降 5,000円ですが手当 

を受けるためには申請が必要です。新しく対象となる方は3月31日ま 

でに手続を．ク 

間い合せ先は役場福祉係へ 

同和問題啓発 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
 

千
三
百
八
十
八
万
五
千
円
を
追
加
補
正
 

し
、
総
額
五
億
一
千
四
百
九
十
二
万
四
 

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
の
主
な
も
 

の
は
高
額
療
養
費
、
又
、
住
民
の
健
康
 

デ
ー
タ
ー
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
す
る
 

た
め
の
機
械
購
入
費
な
ど
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
予
算
‘
資
本
的
経
費
で
千
 

四
百
十
七
万
七
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
 

又
、
継
続
事
業
と
し
て
、
昭
和
六
十
 

二
、
三
年
度
の
ニ
ケ
年
で
実
施
し
ま
す
 

上
水
道
施
設
第
4
次
拡
張
工
事
に
係
る
 

継
続
費
の
総
額
を
二
億
九
千
六
百
四
十
 

九
万
六
千
円
（
六
十
二
年
度
廿
一
千
百
 

六
十
七
万
七
千
円
、
六
十
三
年
度
廿
一
一
 

億
八
千
四
百
八
十
一
万
九
千
円
）
と
し
 

て
い
ま
す
。
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
二
百
四
十
九
万
五
千
円
を
 

減
額
補
正
し
、
予
算
総
額
が
四
十
三
億
 

四
千
六
百
十
六
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
 

た
。
主
な
も
の
は
、
鉱
害
復
旧
事
業
等
 

の
見
送
り
に
よ
り
減
額
補
正
し
た
も
の
 。

 

や
、
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
、
 

補
助
金
の
単
価
改
正
に
伴
う
も
の
な
ど
 

緊
急
や
む
を
得
な
い
経
費
を
補
正
し
た
 

も
の
で
す
。
 

⑨
訴
え
の
提
記
‘
昭
和
四
十
四
年
赤
池
 

町
が
時
効
取
得
し
た
土
地
三
筆
に
つ
い
 

て
、
表
示
登
記
が
あ
る
の
み
で
保
存
登
 

記
が
な
く
登
記
名
義
人
が
特
定
不
可
能
 

地区懇談会 

実施します 
※詳細については4ページです 

、
、
‘
ノ
 

赤池町同和教育推進協議会 

番
 

50
 

49
 

線
 

内
 

04
 

一 容
 

な
も
の
や
住
所
が
不
明
で
あ
っ
た
り
す
 

る
た
め
、
表
示
登
記
名
義
人
を
相
手
に
 

土
地
所
有
権
移
転
登
記
の
手
続
を
求
め
 

る
訴
え
を
提
起
せ
ん
と
す
る
も
の
で
す
。
 

⑨
赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
 

挙
‘
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日
 

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
後
任
 

委
員
の
選
挙
を
し
た
も
の
で
す
。
 

長
野
誠
さ
ん
（
大
字
上
野
六
六
六
）
 

高
林
一
さ
ん
（
大
字
市
場
九
四
九
）
 

木
月
一
雄
さ
ん
（
大
字
赤
池
主
（
五
ー
一
）
 

藤
重
武
さ
ん
（
大
字
赤
池
え
」e
五） 

以
上
の
方
が
新
し
く
決
ま
り
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
 

員
の
選
挙
‘
同
じ
く
任
期
満
了
の
た
め
 

補
充
員
の
選
挙
を
し
た
も
の
で
す
。
 

太
田
典
明
さ
ん
（
大
字
上
野
呈
七
」
一
）
 

桑
野
万
治
さ
ん
（
大
字
市
場
究
八
の
」
）
 

加
藤
政
利
さ
ん
（
大
字
赤
池
舌
九
の
三
 

中
野
勝
さ
ん
 
（
大
字
赤
池
囲
一
の
究
）
 

以
上
の
方
が
新
し
く
決
ま
り
ま
し
た
。
 

国民年金の老齢年金の支払 

（年4回～年6回ノ＼) 請 

願 

⑥
町
道
高
尾
一
号
線
道
路
拡
幅
に
関
す
 

る
請
願
‘
産
建
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

⑥
田
川
地
区
原
爆
被
害
者
の
会
へ
の
助
 

成
に
関
す
る
請
願
→
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
地
域
改
善
対
策
啓
発
推
進
指
針
に
関
 

す
る
請
願
‘
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

陳 

情 

⑥
福
祉
施
設
の
改
善
充
実
、
国
庫
負
担
 

削
減
の
撤
回
を
求
め
る
陳
情
書
‘
厚
生
 

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
ご
み
収
集
運
搬
手
 

数
料
に
関
す
る
陳
情
‘
厚
生
委
員
会
に
 

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
に
関
す
 

る
意
見
書
‘
採
択
の
う
え
関
係
各
省
庁
 

へ
提
出
し
ま
し
た
。
 

決 

議 

⑨
過
激
派
暴
力
行
為
根
絶
に
関
す
る
決
 

議
‘
議
会
決
議
し
ま
し
た
。
 

第
一
回
一
月
町
臨
時
議
会
 

昭
和
六
十
三
年
第
一
回
一
月
臨
時
議
会
 

が、 

一
月
二
十
一
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
二
千
七
百
五
十
万
三
千
円
 

を
追
加
、
予
算
総
額
四
十
三
億
七
千
三
 

百
六
十
六
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
も
の
は
赤
池
地
区
（
中
央
台
）
 

の
下
排
水
路
改
良
工
事
等
の
追
加
経
費
 

で
す
。
 

⑨
町
道
路
線
の
認
定
→
道
路
の
新
設
に
 

伴
な
い
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
町
有
財
産
の
処
分
‘
住
宅
団
地
の
用
 

地
と
し
て
総
面
積
一
万
三
千
二
百
八
十
 

四
・
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル
を
一
般
公
募
 

に
よ
り
個
人
分
譲
す
る
た
め
、
議
会
の
 

議
決
を
得
ま
し
た
。
 

下
田
川
四
カ
町
合
同
消
防
出
初
め
式
 

一
月
十
日
、
小
雪
ま
じ
り
の
寒
風
の
 

吹
き
す
さ
ぶ
中
、
恒
例
の
下
田
川
四
カ
 

町
連
合
出
初
め
式
が
、
糸
田
町
民
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
顔
を
上
げ
て
お
ら
れ
な
い
程
 

冷
た
い
風
が
グ
ラ
ン
ド
を
舞
い
、
さ
な
 

が
ら
冬
の
嵐
の
真
只
中
に
い
る
様
な
天
 

候
で
し
た
が
、
勢
揃
い
し
た
消
防
マ
ン
 

た
ち
は
点
検
、
行
進
と
式
典
の
続
く
中
 

終
始
規
律
あ
る
態
度
で
、
日
頃
の
鍛
錬
 

の
成
果
を
披
ろ
う
し
ま
し
た
。
 

又
、
田
川
消
防
署
員
に
よ
り
 
「
近
代
 

は
し
ご
乗
り
」
 
も
実
演
さ
れ
、
式
典
に
 

花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

【
県
知
事
感
謝
状
】
谷
冨
次
、
藤
岡
登
、
 

藤
井
登
志
喜
、
柴
田
荒
喜
、
政
光
重
敏
、
 

世
良
庄
七
、
太
田
政
文
、
白
井
忠
、
城
 

野
豊
文
、
市
川
泰
雄
、
香
月
昌
憲
、
城
 

野
博
憲
、
日
高
峯
夫
、
和
田
豊
、
立
花
 

政
昭
、
亀
谷
徳
光
、
有
吉
敬
介
、
大
久
 

保
和
仁
、
武
末
昭
一
、
武
末
豊
、
浦
田
 

拓
義
、
小
松
篤
生
（
以
上
永
年
勤
続
）
 

【
県
消
防
会
長
表
彰
】
赤
池
町
消
防
団
 

第
一
分
団
（
金
馬
簾
）
、
小
島
紳
、
野
村
 

一
美
、
皆
川
保
、
安
延
豊
広
、
日
高
健
 

（
以
上
優
良
団
員
）
木
村
計
、
越
智
享
、
 

久
原
重
海
、
原
田
登
、
今
川
具
行
、
浦
 

田
繁
弘
、
河
村
勝
憲
、
小
松
節
夫
、
平
 

元
光
年
、
相
原
時
雄
、
小
松
繁
春
、
早
 

谷
克
粘
、
和
田
豊
、
世
良
庄
七
、
城
野
 

豊
文
、
市
川
泰
雄
、
藤
岡
登
、
日
高
峯
 

夫
、
大
久
保
和
仁
、
武
末
昭
一
 
（
以
上
 

永
年
勤
続
）
小
源
寺
正
文
、
小
源
寺
信
 

、 し
 

旧国民年金法により支給される老齢年金の 

支払は、これまで年4回（3 月、6 月、9 月、 

12月）と定められていましたが、昭和63年2 

月から年6回（2 月、 4 月、 6 月、 8 月、10 

月、12月） に変わります。 

支払期日が変更される老齢年金は、年金証 

書の記号番号の下2桁が01, 02, 04（例7550 

-000123-0D と表示されているものです。 

なお変更後は、支払期日の前2 カ月分を 

払うことになっていますので、昭和63年2 

支払分は、昭和62年12月分と昭和63年1月 

の2 カ月分です。 

支払期日が変更される受給権者には、昭和 

62年11月期の年金支払通知書または年金振込 

通知書の裏面に、支払期日の変更について記 

載されていますので、もう一度確認して下さ 

し、o 

支
 
月
 
分
 

I 

ふくおかふるさと再発見 
本文】230ページ 写真】約700点 

福岡県97市町村のふるさと情報が盛 

りだくさん。 

編集・発行／福岡県総務部県政情報課 

1 部 1 ,000円です。 

※申込み・間い合せ 廿28一2004 

2月15日まで役場企画係まで（内線42番） 

二

月

二

十

六

日

固

か

ら

 

者
展
三
月
二
日
ま
で
の
六
日
間
 

邑
1
 

飯
塚
ジ
ャ
ス
コ
5

階
催
場
 

隣
品
か
報
誌
護
 

体
作
す
の
で
作
品
を
募
集
し
 

身
 
ま
す
。
 

県
 

岡
 

福
 

、
ス
ス
ス
り
 

集
 

募
 

‘を 
ロ
叩
 作

 
月
一
一
十
四
日
困
ま
で
に
 

役
場
福
祉
係
か
岩
城
辰
 

美
さ
ん
（
中
町
）
ま
で
 

〇
間
い
合
せ
 11 

役
場
福
祉
 

係
 

廿
 28
 

1
2
0
0
4
 

（
内
線
 
49
 

・ 
50
 

番） 

岩
城
辰
美
さ
ん
（
中
町
）
 

廿
 28
 

1
4
9
7
7
 

〇
出
品
者
の
範
囲
廿
福
岡
 

県
内
の
在
宅
心
身
障
害
 

者
及
び
心
身
障
害
者
施
 

設
 

〇
作
品
の
応
募
期
限
廿
一
一
 

正
（
親
子
表
彰
）
 

【
県
消
防
協
会
田
川
支
部
長
表
彰
】
平
 

元
光
年
、
柴
田
武
己
 

【
町
長
表
彰
】
柴
田
豊
次
、
村
上
芳
文
、
 

武
末
義
輝
、
花
元
一
利
、
河
村
泰
充
、
 

小
松
正
喜
、
高
本
武
志
 

犬
は
大
事
な
友
達
で
す
 

犬
を
家
で
飼
う
時
は
、
囲
い
の
中
に
 

入
れ
て
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
お
く
。
又
 

散
歩
な
ど
に
行
く
時
は
、
綱
な
ど
で
つ
 

な
ぎ
噛
む
恐
れ
の
あ
る
時
は
口
輪
を
か
 

け
る
。
 

犬
に
よ
る
被
害
や
苦
情
が
、
毎
日
の
 

よ
う
に
保
健
所
や
役
場
に
持
ち
こ
ま
れ
 

て
い
ま
す
。
最
初
に
書
い
て
い
る
事
に
 

あ
と
少
し
協
力
し
て
貰
え
た
ら
、
苦
情
 

や
被
害
は
少
な
く
な
る
か
、
無
く
な
る
 

と
思
い
ま
す
。
 

犬
は
人
間
の
忠
実
な
友
達
で
す
。
そ
 

の
友
達
を
大
事
に
飼
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
 

・フ。 

▲金馬簾を受ける第ー分団 

成人病予防週間 1日～7日（厚生省）~ 省ェネルギー月間一1日～29日（経企庁・通産省） 
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同
和
問
題
の
解
決
は
「
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
 

と
昭
和
 40 

年
に
同
和
対
策
審
議
会
答
申
が
な
さ
れ
て
 23 

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
も
こ
の
間
、
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
目
ざ
し
て
種
々
の
取
り
組
 

み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

今
回
さ
ら
に
き
め
の
こ
ま
か
な
取
り
組
み
と
し
て
、
駐
在
単
位
で
の
 
「同 

和
問
題
地
区
懇
談
会
」
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
何
卒
 

こ
の
主
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
 

ま
す
。
 

バ2/cむ切ブ 町民会館午後8時、1 人、2 人、 
ill おかいけ 3 人とカラフルな練習着でママさ 

んバレーボーラーが集まってきます。「美容と健康」 

は調い文句か、ポジション争いにしのぎをけずる練 

習風景は壮絶で躍進赤池の躍動美。地域を支える「女 

の闘い」 も15年の歴史から、新旧交代をはじめ、同 

好会チームの出現などで多くの課題をかかえていま 

す。 ともあれ、赤池を支えるパワーには違いありま 

せん。多くの英知を集めて、よりよい解決方法を見 

つけ出すことに期待が寄せられています。【写真は18 

支所の練習風景、12月6日赤池中学校体育館で】 

ーー一一一’ 

一ーー一一一ー 一 ． 一 ~~ 一 ～、～~ 

し合い語り合し、 

墓の地区懇談会 
2 月から本格化 

教
議
よ
 

和
協
い
 

ー
）
ン
ラ
ン
ド
へ
 

身

近

な

 

ー
ー
ュ
ー
ス
 

大
久
保
さ
ん
、
全
 

国
青
年
の
船
で
オ
ー
 

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
 

1
月
 12 

日
に
出
航
し
 

た
全
国
青
年
の
船
に
、
本
町
社
会
教
育
 

大久保さん 

指
導
員
の
大
 

久
保
紀
子
さ
 

ん
が
福
岡
県
 

代
表
と
し
て
 

乗
船
、
 
55 

日
 

間
の
日
程
で
た
だ
今
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
 

ア
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
限
り
な
い
明
 

日
へ
の
夢
と
希
望
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
ふ
 

〇

ー

ー

ー

ー

ー

 ー
 

話
し
合
い
の
中
か
ら
何
か
を
 

わ
た
し
た
ち
は
誰
で
も
「
幸
せ
に
生
 

き
た
い
」
 

「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
 

と
感
じ
る
人
生
を
す
ご
し
た
い
」
 
と
思
 

っ
て
い
ま
す
。
 
し
か
し
、
現
実
に
は
プ
」
 

地
区
懇
談
会
の
ね
ら
い
 

部
落
問
題
は
、
予
断
（
前
も
っ
て
判
 

断
す
る
こ
と
）
と
偏
見
（
片
よ
っ
た
見
 

方
）
に
よ
っ
て
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
 

へ
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
根
強
く
残
っ
て
 

お
り
ま
す
。
そ
し
て
人
間
と
し
て
生
き
 

る
権
利
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
心
 

の
豊
か
さ
を
求
め
る
赤
池
町
は
、
全
町
 

民
が
部
落
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
理
 

解
し
て
差
別
の
な
い
人
間
社
会
を
築
く
 

た
め
に
地
区
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

で
も
同
和
問
題
は
、
部
落
に
生
ま
れ
た
 

と
い
う
だ
け
で
、
人
生
の
門
出
で
あ
る
 

結
婚
や
就
職
な
ど
人
間
の
生
き
る
権
利
 

ま
で
奪
う
と
い
う
、
許
す
こ
と
の
で
き
 

な
い
事
象
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

本
当
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
 

「
私
に
は
関
係
な
い
」
 

「
私
は
差
別
 

を
し
た
事
が
な
い
し
、
差
別
す
る
気
も
 

あ
な
た
の
』
風
持
を
聞
か
せ
て
 

部
落
問
題
を
み
ん
な
の
も
の
に
 

う
い
っ
た
願
い
が
不
幸
に
も
踏
み
に
じ
 

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
な
か
 

Al 本のタスキに人権の尊さを託して、昨 

年の人権駅伝は盛況をきわめました。写真 

‘幻4区をひた走る太田宏選手（上野5区） 

ノ 

く
ら
ま
せ
て
ー
。
今
回
の
訪
間
先
は
世
 

界
最
小
の
大
陸
、
ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ー
 

帯
。
日
本
か
ら
見
た
外
国
、
外
国
か
ら
 

見
た
日
本
を
若
者
な
り
に
感
じ
あ
い
、
 

ふ
れ
あ
い
 
「
小
さ
な
交
流
で
大
き
な
輪
」
 

と
い
う
た
く
さ
ん
の
お
み
や
げ
を
も
っ
 

て
、
来
月
5

日
に
帰
国
の
予
定
で
す
o
 

百
 23 

人
が
は
ば
た
く
 
正
月
3

日、 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
 62 

年
度
の
成
 

人
式
が
行
わ
れ
、
成
人
代
表
の
平
川
勝
 

文
君
（
市
場
団
地
）
が
 
「
明
日
の
赤
池
 

町
を
担
う
送
し
い
若
者
に
な
り
ま
す
」
 

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。
 

こ
の
成
人
式
で
本
町
出
身
の
声
優
、
 

緒
方
賢
一
氏
（
東
京
都
）
が
「
若
者
に
 

贈
る
」
 
と
題
し
て
記
念
講
演
、
ュ
ニ
ー
 

ク
な
話
術
で
若
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
 

な
い
」
 

「
も
う
差
別
な
ど
今
の
世
の
中
 

に
は
な
い
」
 
…
、
と
い
っ
た
よ
う
な
会
 

話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
 

そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
、
現
実
に
差
別
 

は
生
き
て
い
ま
す
。
部
落
問
題
は
人
間
 

と
し
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
 

教
育
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
 

一
人
ひ
と
り
の
問
題
な
の
で
す
。
私
た
 

ち
の
心
の
中
に
あ
る
部
落
問
題
を
み
ん
 

な
で
出
し
合
い
、
話
し
合
い
、
学
び
合
 

う
機
会
と
す
る
た
め
に
、
駐
在
単
位
の
 

懇
談
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
 

た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
今
回
一
回
だ
け
 

で
終
わ
る
こ
と
な
く
継
続
す
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
、
赤
池
町
が
目
ざ
す
 
「
心
豊
か
 

な
町
づ
く
り
」
実
現
の
基
本
と
し
た
い
 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
 

を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

〇

ー

 い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
・
・
‘
 

今
回
の
懇
談
会
は
、
駐
在
単
位
で
町
 

行
政
職
員
、
学
校
教
職
員
が
、
三
名
か
 

ら
四
名
で
班
編
成
し
、
二
月
よ
り
皆
さ
 

ん
の
駐
在
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
 

地
域
で
の
懇
談
会
の
日
程
は
、
各
支
 

所
長
、
駐
在
員
、
公
民
館
長
、
地
域
で
 

の
役
員
の
方
々
と
打
合
せ
、
皆
さ
ん
が
 

一
番
お
集
ま
り
や
す
い
日
時
、
場
所
を
 

決
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
 

す
。
懇
談
会
参
加
の
お
願
い
は
後
日
、
 

文
書
を
く
ば
り
、
ご
協
力
を
願
う
こ
と
 

に
し
て
い
ま
す
。
 
二
P

一
人
以
上
の
参
 

加
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

今
月
の
解
放
講
座
 

と
 

き
 

2
月
 24 

日
（
水
曜
日
）
 

と
こ
ろ
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 

→

ー

→

十

→
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．
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．
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一

 

. 

ー人の心の 

豊かさを 

もとめて 

新年号で「元旦や己が妻 

に惚れなおし」 としたとこ 

ろ、 「女房」 の間違いでは 

ないかと、たくさんのご指 

摘を頂戴しました。その数、 

80-90通。筆者日く「女房」 

は妻族に失礼なので、あえ 

て「妻」 に・・・。 「古きを尋 

ねて新しきを知る」ー。改 

めて「元旦や己が女房に惚 

れなおし」 （なお） 

ど
ん
ど
焼
で
健
康
安
全
を
祈
願
 
12
 

支
所
子
ど
も
会
と
育
成
会
が
 10 

日
、
河
 

川
敷
G

で
し
め
縄
や
お
飾
り
を
焼
き
、
 

A 幸せの火、どんどん燃えろ（10日写す） 

無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
願
う
昔
か
ら
 

の
行
事
、
ど
ん
ど
焼
を
行
い
ま
し
た
。
 

子
ど
も
が
各
家
庭
か
ら
お
飾
り
を
集
 

め
、
大
人
が
竹
で
組
ん
だ
や
ぐ
ら
に
点
 

火
。
火
が
つ
く
と
歓
声
が
あ
が
り
、
竹
 

の
は
じ
け
る
音
に
子
ど
も
達
は
大
喜
び
。
 

そ
の
火
で
焼
い
た
餅
を
ほ
お
ば
り
、
 
一 

年
間
の
健
康
と
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。
 

一
 」
 

第
4

回
田
川
 

郡
マ
ラ
ソ
ン
大
 

会
で
川
ロ
さ
ん
 

が
3
位
 
寒
風
 

の
中
で
健
脚
を
 

競
い
合
い
、
郡
内
の
親
睦
と
交
流
を
深
 

め
、
ス
ポ
ー
ッ
人
口
の
底
辺
拡
大
を
は
 

か
ろ
う
と
、
郡
社
体
協
主
催
の
マ
ラ
ソ
 

ン
大
会
が
1
月
 17 

日
、
本
町
に
郡
内
9
 

カ
町
村
か
ら
約
2
百
人
の
老
若
男
女
を
 

集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
民
G

ー
草
場
折
り
返
し
 
km 

、
 

▲
早
谷
政
雄
、
伊
川
重
彦
、
 

簿

 

高
林
義
明
、
工
藤
勲
、
居
原
 

昌
信
 

、
本
町
の
社
会
 

教
育
の
草
分
期
に
ご
活
躍
さ
 

れ
た
方
々
を
列
挙
し
て
み
た
。
 

い
わ
ば
今
は
亡
き
社
会
教
育
維
新
の
志
 

士
達
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
志
士
だ
け
 

で
本
町
の
社
会
教
育
が
開
花
し
た
わ
け
 

で
は
な
い
。
水
面
下
で
こ
れ
ら
の
諸
先
 

輩
を
支
え
た
多
く
の
人
の
力
が
、
今
日
 

の
体
裁
を
整
え
た
の
で
あ
る
▲
「
新
し
 

い
酒
は
新
し
い
皮
袋
に
」
を
理
論
的
に
 

実
践
し
て
、
維
新
の
志
士
達
を
指
導
し
 

た
故
清
原
繁
夫
町
公
民
館
長
も
、
や
は
 

り
維
新
の
志
士
で
あ
る
。
地
区
公
連
を
 

組
織
し
、
体
協
を
整
備
し
、
体
育
指
導
 

委
員
会
を
機
能
化
し
た
実
績
は
、
「
確
か
 

な
視
点
」
 
と
し
て
評
価
し
て
い
い
▲
こ
 

と
し
は
町
制
 50 

周
年
に
あ
た
る
。
ひ
と
 

区
切
り
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
他
町
村
と
 

ひ
と
味
違
っ
た
祝
賀
行
事
が
あ
っ
て
い
 

い
と
思
う
。
本
町
の
長
期
総
合
計
画
の
 

「
緑
豊
か
な
田
園
都
市
」
、
 

第
二
次
の
 

「
人
の
心
の
豊
か
さ
を
も
と
め
て
」
ー
、
 

こ
れ
を
確
か
な
視
点
に
、
 
50 

周
年
だ
け
 

を
祝
う
の
で
は
な
く
、
今
か
ら
の
人
づ
 

く
り
、
町
づ
く
り
を
考
え
て
み
た
い
▲
 

「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
 
と
い
う
諺
が
 

あ
る
。
明
治
維
新
の
志
士
、
社
会
教
育
 

の
志
士
達
が
木
だ
け
を
見
て
い
れ
ば
、
 

今
日
の
日
本
、
赤
池
の
社
会
教
育
は
あ
 

り
得
な
か
っ
た
。
森
を
見
る
大
局
的
な
 

「
確
か
な
視
点
」
を
養
な
う
の
は
、
日
 

頃
の
学
習
と
た
ゆ
ま
ぬ
実
践
で
あ
る
。
 

血
の
コ
ー
ス
に
本
町
か
ら
 40 

人
が
参
加
、
 

一
般
女
子
の
部
で
川
口
栄
子
さ
ん
（
 18 

支
）
が
見
事
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

七
区
オ
リ
オ
ン
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

24 

日
の
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
（
田
中
 

近
育
成
会
長
）
主
催
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

に
は
子
ど
も
 35 

人
、
育
成
会
か
ら
 10 

人
 

が
参
加
、
寒
風
の
中
で
地
区
を
あ
げ
て
 

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

コ
ー
ス
は
市
場
農
協
か
ら
草
場
ま
で
 

の
2

』
、
着
順
を
と
ら
な
い
か
わ
り
全
 

員
が
フ
ル
コ
ー
ス
完
走
に
挑
戦
し
、
み
 

ご
と
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
オ
リ
オ
ン
で
は
、
3

月
に
サ
 

イ
ク
リ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

7
日
に
第
2
回
綱
引
き
大
会
 
赤
池
 

体
協
（
大
島
勇
夫
会
長
）
の
主
催
、
町
 

民
会
館
、
勤
労
者
体
育
c

の
2
会
場
で
。
 

今
回
は
、
地
区
か
ら
①
小
学
生
②
青
年
 

男
子
③
青
年
女
子
④
一
般
男
子
⑤
一
般
 

女
子
の
5

チ
ー
ム
を
編
成
す
る
。
詳
し
 

く
は
5

日
の
監
督
会
議
で
。
 

【写真上は七区のマラソン大会、下は昨年の綱引き】 
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、
 

健
康
教
室
皿
①
 

赤池町立病院 

整形外科医長 

田中宏道 

白
冒
 

ー
関
節
の
痛
み
と
関
節
障
害
・
ー
 

先
日
、
町
広
報
係
か
ら
、
〔
整
形
外
科
 

の
病
気
に
つ
い
て
〕
の
掲
載
依
頼
が
あ
 

り
ま
し
た
。
丁
度
い
い
機
会
で
す
の
で
 

第
一
回
目
と
し
て
は
、
 

①
〔
整
形
外
科
と
は
？
・
〕
 

②
現
在
の
町
立
病
院
整
形
外
科
の
紹
介
 

③
関
節
の
痛
み
 

以
上
の
3
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み
 

ま
す
。
 

①
〔
整
形
外
科
と
は
？
・
〕
 

一
般
に
、
整
形
外
科
へ
診
察
に
来
ら
 

れ
る
患
者
さ
ん
は
、
整
形
外
科
と
は
腰
 

や
関
節
や
骨
の
病
気
だ
け
を
診
て
く
れ
 

る
と
こ
ろ
と
思
っ
て
い
る
人
が
大
部
分
 

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
か
ら
現
 

在
の
医
療
の
進
歩
の
な
か
で
整
形
外
科
 

は
、
こ
の
一
世
紀
の
間
、
〔
外
科
〕
か
ら
 

分
離
し
て
、
〔
四
肢
の
病
気
〕
即
ち
、
〔
脳
 

や
内
蔵
以
外
〕
の
神
経
痛
、
手
足
の
庫
 

れ
、
骨
関
節
の
痛
み
、
筋
肉
や
臆
、
血
 

管
の
外
傷
、
形
態
異
常
（
醜
い
疲
痕
、
 

奇
形
な
ど
）
の
形
成
、
骨
関
節
、
筋
肉
 

の
腫
蕩
な
ど
を
取
扱
う
分
野
と
し
て
発
 

展
し
ま
し
た
。
決
し
て
骨
折
な
ど
、
骨
 

の
病
気
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
 

様
に
多
く
の
四
肢
の
疾
患
を
取
扱
う
の
 

* 

に三お元気ですか 

保健婦ですヲ 

で
す
が
、
現
在
は
形
態
異
常
や
皮
膚
の
 

疾
患
は
、
形
成
外
科
（
美
容
外
科
）
、
関
 

節
病
変
以
外
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
勝
原
 

病
な
ど
の
全
身
疾
患
は
、
リ
ウ
マ
チ
科
 

（
リ
ウ
マ
チ
標
傍
医
）
な
ど
、
多
く
の
 

専
門
科
に
別
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
以
上
 

整
形
外
科
と
は
何
か
？
・
に
つ
い
て
簡
単
 

に
説
明
し
ま
し
た
。
 

②
現
在
の
町
立
病
院
整
形
外
科
の
紹
介
 

町
立
病
院
に
整
形
外
科
の
常
勤
医
が
 

勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
4
 

年
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
が
 

来
院
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
 

赤
池
町
立
病
院
整
形
外
科
 

で
は
、
整
形
外
科
の
病
気
 

の
な
か
で
特
定
の
専
門
疾
 

患
を
診
る
の
で
は
な
く
、
 

前
述
し
た
様
な
疾
患
を
幅
 

広
く
診
て
お
り
ま
す
。
 

よ
り
高
度
の
医
療
を
要
 

円
を
か
け
て
新
築
。
空
調
設
備
、
機
械
 

の
滅
菌
設
備
、
全
身
麻
酔
装
置
、
手
術
 

器
具
も
申
し
分
な
く
、
手
術
室
の
無
菌
 

性
も
高
い
の
で
、
よ
り
安
全
に
、
よ
り
 

清
潔
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

実
際
の
手
術
で
は
、
難
し
い
症
例
な
ど
 

は
適
時
、
大
学
な
ど
の
医
師
を
招
来
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

最
近
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
も
充
実
 

し
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
理
学
 

療
法
師
（
リ
ハ
ビ
リ
を
指
導
、
訓
練
し
 

て
く
れ
る
）
に
勤
務
し
て
頂
き
、
よ
り
 

高
度
な
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
 

線維性 
関節包 

関節腔 

軟骨下骨 

す
る
場
合
は
、
大
学
病
院
な
ど
へ
紹
介
 

し
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
協
力
願
っ
て
 

お
り
ま
す
。
腰
痛
、
膝
痛
な
ど
の
〔
い
 

た
み
〕
に
対
し
て
単
純
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
 

真
、
膝
や
肩
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
関
節
の
 

内
部
を
画
像
診
断
す
る
関
節
造
影
検
査
 

胃
カ
メ
ラ
の
よ
う
に
関
節
内
部
を
見
る
 

関
節
鏡
検
査
、
背
骨
の
神
経
を
画
像
診
 

断
す
る
脊
髄
造
影
検
査
な
ど
、
よ
り
診
 

断
が
正
し
く
す
る
た
め
の
補
助
検
査
を
 

適
時
行
っ
て
い
ま
す
。
前
任
の
医
師
、
 

病
院
運
営
委
員
会
や
町
民
の
皆
様
の
お
 

か
げ
で
こ
の
数
年
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
 

熟
練
度
も
向
上
し
、
手
術
場
も
数
千
万
 

協 

な
り
そ
う
で
す
。
ご
期
待
 

を
グ
 

さ
て
本
題
の
〔
整
形
外
 

科
の
病
気
に
つ
い
て
〕
で
 

す
が
、
①
で
お
話
し
し
た
 

よ
う
に
多
種
に
わ
た
り
ま
 

す
の
で
、
今
回
は
関
節
の
 

痛
み
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

③
関
節
の
痛
み
 

（
正
常
な
関
節
内
部
に
は
、
痛
み
を
感
 

じ
る
神
経
が
な
い
）
の
で
す
。
不
思
議
 

な
こ
と
で
す
が
、
正
常
な
関
節
に
痛
み
 

を
お
こ
さ
せ
る
物
質
を
注
入
し
て
も
痛
 

み
は
お
き
な
い
の
で
す
。
や
は
り
万
物
 

を
創
ら
れ
た
神
さ
ま
は
、
こ
こ
で
も
間
 

違
い
は
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
 

す
。
関
節
は
継
手
で
あ
り
、
 
一
方
か
ら
 

他
方
へ
力
を
伝
え
、
方
向
を
か
え
る
働
 

き
を
し
て
い
ま
す
。
か
な
り
の
力
が
関
 

節
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
 

な
関
節
が
、
た
や
す
く
痛
み
を
感
じ
て
 

生後8 ケ月頃までの赤ちゃんに呼吸 

困難などの症状を引き起こす乳児ボツ 

リヌス症は蜂蜜が原因になっている可 

能性が強く、食べさせないようにしま 

しょう。 

乳児ボツリヌス症は各国で650例が 

報告され、生後3週～8 ケ月までの乳 

児がかかり、ひどい便秘状態を起し便 

秘が3 日以上続いた後、全身の筋力が 

弱まり、乳を飲む力が低下、泣き声も 

弱くなり重症では呼吸困難、呼吸停止 

が起き、外国の報告では死亡するケー 

スも出ています。我国でも61年に83日 

齢の男児が昭和62年に、40日齢の女児 

が乳児ボツリヌス症と診断されていま 

す。（いずれも回復していますが） 

この病気は食品中に毒素が存在して 

起るいままでのボツリヌス食中毒とは 

異なり、芽胞として存在しているボツ 

リヌス菌を摂取し、下部腸管で発芽、 

増殖し産生された毒素によって発病す 

るものです。感染源として蜂蜜、ハウ 

スダスト等考えられていますが米国で 

は市販蜂蜜の10--15％から菌（芽胞） 

が発見され、我国でも厚生省で調査し 

た蜂蜜（巣箱から直接採取したもの、 

市販品、国産品、輸入品）の 5.3％の 

割でボツリヌス菌が検出されています。 

この為1才未満の乳児 

には蜂蜜は食べさせな 

い方がよいとされてい 

ます。尚1歳以上では 

腸内の細菌叢によって 

芽胞・増殖が抑えられ 

る為、発病しないと言 

われています。 1 歳未 

満児には当分蜂蜜に御 

用心を．ノ 

は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
壊
れ
な
い
か
ぎ
り
 

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
痛
み
を
感
じ
な
い
様
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
連
載
で
す
の
で
、
次
 

回
か
ら
関
節
の
構
造
、
支
持
機
構
に
つ
 

い
て
も
お
話
し
し
ま
す
が
、
関
節
は
最
 

小
の
構
造
で
、
強
い
外
力
を
さ
さ
え
て
 

い
ま
す
。
故
に
、
そ
の
構
造
の
ひ
と
つ
 

で
も
障
害
さ
れ
る
と
、
そ
の
関
節
は
バ
 

ラ
ン
ス
を
失
い
、
次
第
に
関
節
全
体
の
 

障
害
へ
と
進
行
す
る
の
で
す
。
ま
た
ー
 

つ
の
関
節
が
障
害
さ
れ
る
と
周
囲
の
関
 

節
も
余
分
な
負
担
を
受
け
て
次
第
に
障
 

害
さ
れ
ま
す
。
関
節
の
連
鎖
障
害
と
で
 

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
様
に
関
節
 

は
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
一
度
障
害
を
う
 

け
る
と
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
全
 

く
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で
す
。
関
節
に
 

異
常
を
感
じ
た
ら
早
期
に
治
療
す
る
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
 

で
は
、
（
痛
み
は
な
ぜ
お
き
る
？
・
）
の
 

で
し
ょ
う
。
解
剖
学
的
に
は
、
関
節
の
 

軟
骨
や
関
節
内
の
関
節
包
（
滑
膜
）
に
 

は
痛
み
の
神
経
は
無
い
の
で
す
。
関
節
 

の
痛
み
の
神
経
は
関
節
に
接
し
て
外
が
 

わ
に
あ
る
線
維
関
節
包
、
靭
帯
に
ほ
と
 

ん
ど
分
布
し
て
い
ま
す
。
関
節
病
変
が
 

こ
れ
ら
の
部
分
に
影
響
を
与
え
る
為
に
、
 

痛
み
を
感
じ
る
の
が
大
部
分
で
す
。
他
 

に
、
関
節
周
囲
の
骨
膜
や
皮
膚
に
分
布
 

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
障
害
が
あ
 

れ
ば
関
節
周
囲
炎
（
五
十
肩
な
ど
）
、
筋
 

腔
付
着
部
炎
（
テ
ニ
ス
肘
、
ァ
キ
レ
ス
 

臆
の
痛
み
な
ど
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

次
回
か
ら
、
 

一
般
に
多
い
関
節
の
病
 

マ
羊
ソ
v
呂
古
古
．
菩
【
古
古
古
．
菩
菩
苦
×
古
古
古
．
マ
ソ
羊
v
蓋
。
マ
x
古
古
古
古
・
菩
v

×
え
古
占
古
古
占
古
占
占
古
占
え
え
・
り
ソ
呂
占
占
古
古
古
古
古
占
占
古
古
占
古
古
古
古
・
×
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
・
菱
占
古
古
古
古
古
・
菩
ソ
苦
羊
【
占
古
古
古
古
占
・
葦
菱
A
占
占
占
古
古
・
×
・
【
妾
占
古
古
・
苦
マ
【
宮
・
蓋
古
古
古
小
ソ
【
占
占
占
・
菩
・
り
【
B
【
占
古
占
・
菩
苦
マ
×
・
【
3
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
太
田
幸
男
（
上
里
）
〇
 

石
山
チ
セ
（
北
町
）
〇
杉
山
フ
タ
子
（
板
 

屋
団
地
）
〇
長
谷
川
敏
子
（
市
場
）
〇
山
 

田
政
蔵
（
高
尾
）
〇
桃
返
正
巳
（
町
営
伏
 

原
）
〇
太
田
保
（
北
町
）
〇
大
池
一
枝
（
 

本
町
）
以
上
一
月
十
六
日
現
在
八
件
で
 

総
額
二
十
一
万
五
千
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
上
野
病
院
崎
山
国
男
廿
百
万
 

円
〇
熊
谷
彰
子
廿
二
千
八
百
円
〇
九
光
 

石
油
廿
五
千
円
〇
交
通
遺
児
支
援
グ
ル
 

ー
プ
廿
六
千
五
百
五
十
九
円
〇
匿
名
の
 

方
二
件
廿
三
千
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
高
盛
千
景
 

廿
 10
 

口
〇
久
原
弘
廿
5

口
〇
木
月
繁
美
 

廿
5

口
〇
守
田
慶
子
廿
5

口
〇
高
津
牟
 

津
美
廿
5

口
 

【
古
切
手
】
商
工
会
廿
百
六
十
九
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
持
永
義
光
（
大
字
赤
池
）
み
か
ん
 20 

ぬ
、
ジ
ュ
ー
ス
 48 

本
〇
全
日
本
同
和
会
 

赤
池
支
部
（
大
字
赤
池
）
白
餅
 12 

ぬ、 

あ
ん
こ
餅
6

ぬ
〇
赤
池
盆
栽
愛
好
会
（
 

大
字
赤
池
）
松
竹
南
天
鉢
 50 

鉢
、
り
ん
 

ご
 40 

個
〇
日
高
 
進
（
大
字
市
場
）
み
 

×
 

ノ
 

2月福祉センターの行事 

【休館日】 
1日、8日、11日、15日 7日、17日、27日 

21日、22日、29日、 
【福祉バス運行日】 
毎日運行 

「嘱 玉1' 2月9日午前10時～ 

薙苦へ自由に舞台提供【仏教p1 時 

2月12日岡午前11時～ 
※ゲート場（ナイター可）も自由にこ利用下さい。 

× 

か
ん
 30 

ぬ
、
清
酒
2
升
〇
ア
ワ
ヤ
呉
服
 

夫
、
中
村
稚
敏
、
水
永
康
雄
、
立
花
組
、
 

店
（
大
字
赤
池
）
金
一
封
〇
特
別
養
護
 

明
鉱
会
、
中
川
建
設
、
久
富
建
設
、
立
 

老
人
ホ
ー
ム
慶
寿
園
（
大
字
上
野
）
金
 

花
建
設
、
亀
谷
組
、
大
島
工
務
店
、
日
 

一
封
〇
小
松
篤
生
（
大
字
上
野
）
缶
ジ
 

野
喜
美
男
、
藤
重
衣
料
品
店
 

ュ
ー
ス
 
60 

缶
〇
筑
豊
天
国
社
（
大
字
赤
 

池
）
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
 65 

個
〇
藤
村
商
 

店
（
大
字
上
野
）
メ
ロ
ン
8
個
〇
世
良
 

保
（
大
字
上
野
）
焼
酎
1
升
〇
高
津
新
 

助
（
大
字
上
野
）
焼
酎
1
升
〇
長
野
賢
 

二
（
大
字
上
野
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 30 

缶
〇
 

二
十
支
所
老
人
会
、
み
か
ん
 20 

ぬ
、
浴
 

用
石
鹸
 39 

個
、
お
菓
子
 16 

ぬ
〇
藤
村
澄
 

子
（
大
字
上
野
）
浦
田
五
月
（
大
字
赤
 

池
）
金
一
封
〇
鎗
商
店
（
直
方
市
新
入
）
 

み
か
ん
2
箱
〇
永
末
博
章
（
大
字
赤
池
）
 

大
型
金
魚
鉢
一
式
、
金
魚
6
匹
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
賛
助
会
費
】
高
林
厚
、
高
林
工
務
店
、
 

峯
建
設
、
平
川
建
設
、
山
幸
建
設
、
立
 

花
義
樹
、
新
田
川
商
運
、
立
花
杉
夫
、
 

水
永
雄
、
日
高
進
、
谷
富
次
、
日
高
邦
 

，・、．一 

、
，
、
J
●

，

●

、

●

、

●

、

●

、

町

町

町

、

●

、

／

●

、

町

●

叫

・

 

予
 
防
・
相
 
談
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

十
五
日
卿
 
町
民
会
館
（
生
誇
編
）
 

10 

時
ー
 11 

時
 30 

分
 

圏
三
種
混
合
 

十
九
日
囲
 
町
民
会
館
（
生
繊
編
）
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

堅
献
 

血
 

二
十
六
日
国
 

10 

時
ー
 13 

時
（
赤
池
商
事
前
）
 

14 

時
ー
 16 

時
（
赤
池
町
役
場
横
旧
第
 

二
公
民
館
前
）
 

垂
戦
傷
病
者
乗
車
券
等
引
換
証
交
付
請
 

求
書
の
受
付
 

昭
和
六
十
三
年
度
に
使
用
す
る
乗
車
 

気
に
つ
い
て
、
症
状
、
治
療
、
予
防
な
 

ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

“
第
4
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
 

す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
期
 

間
の
失
効
せ
ま
る
」
 

〔
失
権
日
 

昭
和
六
十
三
年
六
月
 

十
三
日
田
〕
 

【
支
給
対
象
者
】
満
州
、
日
華
事
変
間
 

及
び
大
平
洋
戦
争
間
に
お
け
る
戦
没
者
 

の
遺
族
に
対
し
国
と
し
て
、
あ
ら
た
め
 

て
弔
慰
を
表
わ
す
た
め
特
別
弔
慰
金
を
 

支
給
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
き
法
 

改
正
（
昭
和
六
十
年
六
月
十
四
日
に
公
 

布
）
を
行
い
、
今
日
ま
で
そ
の
請
求
手
 

続
を
処
理
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
六
 

月
十
三
日
を
も
っ
て
請
求
権
利
が
な
く
 

な
り
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す
る
と
思
 

わ
れ
る
遺
族
の
方
は
、
い
ま
一
度
役
場
 

で
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
御
相
談
下
さ
 

い
。
な
お
、
請
求
手
続
に
多
少
時
間
が
 

か
か
り
ま
す
の
で
早
め
に
手
続
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

一、 

「
基
準
日
」
（
昭
和
六
十
年
四
月
一
 

日
）
に
お
い
て
同
一
の
戦
没
者
の
死
亡
 

に
関
し
、
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
料
等
 

の
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
 

い
な
い
遺
族
。
 

二
、
従
前
に
特
別
弔
慰
金
を
受
け
た
こ
 

と
の
あ
る
遺
族
。
 

※
担
当
課
？
住
民
福
祉
課
社
会
衛
生
課
 

公
 28 

1
2
0
0
4

（
内
線
 
47 

) 

券
引
換
証
交
付
手
続
を
次
の
と
お
り
開
、
 

始
い
た
し
ま
す
の
で
該
当
す
る
方
は
手
 

続
を
し
て
下
さ
い
。
 

〇
受
付
開
始
日
 

昭
和
六
十
三
年
二
月
八
日
よ
り
 

〇
担
当
課
 

住
民
福
祉
課
社
会
衛
生
課
（
窓
口
 

5
番） 

〇
注
意
事
項
 

戦
傷
病
者
手
帳
及
び
印
鑑
は
必
ず
持
 

参
し
て
下
さ
い
。
 

つ
れ
づ
れ
に
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
寒
波
来
て
雪
空
お
、
ひ
風
き
び
し
 

〇
見
栄
も
失
せ
重
ね
を
す
る
八
十
の
老
 

ひ
 

〇
イ
ヤ
ホ
ー
ン
を
寒
夜
の
床
で
ラ
ジ
オ
 

聴
く
 

〇
カ
ラ
フ
ル
な
暖
房
す
え
ら
れ
サ
ロ
ン
 

室
 

〇
古
都
よ
り
の
第
二
宅
便
師
走
中
 

〇
寄
鍋
を
つ
、
き
祝
宴
誕
生
会
 

〇
行
く
年
や
個
室
の
サ
ッ
シ
ュ
廊
下
窓
 

ジ

ン

 

〇
正
月
用
盆
栽
賜
は
る
奇
特
な
人
 

〇
さ
わ
や
か
に
誘
は
る
る
も
佳
し
年
忘
 

れ
 

〇
芸
事
は
精
進
忘
れ
ず
年
惜
し
む
 

建国記念の日 11日 北方領土の日 1 7日（厚生省） 



（
×
U
 く

ド
ー
ー
ン
ン
」
」
レ
」
ツ
ガ
ノ
な
 

私
の
午
サ
エ
パ
ー
 

『
お
年
玉
つ
き
』
年
賀
ハ
ガ
キ
で
、
 

一
等
当
選
、
新
春
早
々
こ
の
幸
運
を
射
黙
 

止
め
た
の
は
杉
万
ス
ミ
子
さ
ん
（
岩
屋
 

組
）
。
町
内
の
知
人
か
ら
貰
っ
た
一
枚
の
「
 

年
賀
ハ
ガ
キ
が
一
等
賞
に
な
り
、
杉
万
 

さ
ん
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ち
な
み
に
一
等
賞
品
は
、
「
カ
メ
ラ
ー
 

体
型
ビ
デ
オ
」
。
 

当
選
し
た
ハ
ガ
キ
は
赤
池
郵
便
局
で
 

売
り
出
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
り
、
郵
便
 

局
も
、
普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
町
 

内
の
方
に
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
 

た
の
で
は
、
と
こ
ち
ら
も
大
喜
び
。
 

新
春
一
番
こ
の
朗
報
、
今
年
の
赤
池
 

町
に
何
か
良
い
事
が
起
こ
る
前
ぶ
れ
P
 

農業委員会委員の選挙人 

名簿を縦覧します 

選挙では、その資格のある方が 

選挙人名簿に登録されてはじめて 

投票の権利を行使できるわけです 

が、 1 月1日現在で調整した赤池 

町農業委員会委員選挙人名簿を次 

のとおり縦覧します。 

あなたの名前が登録されている 

か、ご確認ください。 

ン縦覧場所ノ赤池町役場総務課 

レ縦覧期間ノ 2 月23日から3月8 

日まで日曜を除く毎日午前8時 

半から午後5時まで（土曜日は 

12時半まで） 

赤池町社会福祉協議会（会長山 

下次男）では、町から委託を受け 

て老人生きがい対策事業（老人農 

園）を実施しますので、参加を希 

望する方は申し込みをして下さい。 

レ期間一昭和63年4月1日～昭和 

64年3月31日 

レ参加対象者一町内在住の老人男 

女で年齢60歳～75歳 

健康であること（要健康診断書） 

夫婦での申込みは不可 

レ申込み方法・締切り 

申込書は、赤池町福祉センター 

又は、役場住民福祉課にて 

申込みは3 月10日まで、定員に 

なり次第締切ります。 

税務署職員および税理士によ 

る納税相談が次のとおり行われ 

ます。 

お気軽にご利用下さい。 

●と き 2 月26日岡 

●ところ 赤池町商工会 

Al 等の賞品を受け取る杉万さん（左） 

年賀ハガキ 

ー等当選 

福
岡
県
公
立
学
校
定
時
制
課
程
 

苗
木
・
シ
イ
タ
ケ
菌
な
ど
 

通
信
制
課
程
の
生
徒
募
集
ク
 

働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受
け
 

た
い
人
の
た
め
に
、
生
徒
募
集
を
し
ま
 

す。 
⑨
定
時
制
課
程
 

▽
入
学
願
書
受
付
廿
2

月
 16 

日
因
ー
 23
 

日
因
正
午
（
た
だ
し
県
外
か
ら
の
志
願
 

申
請
は
2

月
8

日
1
3

月
2

日
正
午
）
 

▽
学
力
検
査
日
廿
3

月
 11 

日
団
 

▽
学
力
検
査
教
科
廿
国
語
、
数
学
、
社
 

会
、
理
科
、
英
語
 

▽
合
格
者
発
表
廿
3
月
 18 

日
囲
午
前
9
 

時
 

⑥
通
信
制
課
程
 

▽
入
学
願
書
受
付
廿
3
月
 26 

日
田
1
4
 

月
5

日
因
毎
日
9

時
ー
 16 

時
 

▽
検
査
及
び
合
否
決
定
廿
入
学
願
書
受
 

付
と
同
時
に
面
接
と
書
類
審
査
に
よ
 

り
合
否
を
決
定
 

⑥
間
い
合
せ
先
は
各
々
高
等
学
校
で
す
。
 

申
し
込
み
受
け
つ
け
て
い
ま
す
 

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
ク
ヌ
ギ
・
マ
ツ
の
 

苗
木
と
シ
イ
タ
ケ
類
の
注
文
を
受
け
つ
 

け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
 

●
 

」
 

。
 

〇
役
場
産
業
振
興
課
、
農
政
係
（
内
線
 

43 

番） 

〇
期
日
 

二
月
十
三
日
ま
で
 

圏
無
縁
墓
地
の
改
葬
 

▼
墓
地
の
所
在
・
名
称
 
直
方
市
大
字
 

下
境
一
八
〇
四
（
直
方
市
下
境
墓
地
）
 

▼
墳
墓
数
 

十
七
基
 

▼
改
葬
理
由
 
下
境
小
学
校
用
地
取
得
 

墓
地
整
理
事
業
の
た
め
 

▼
届
出
先
 
直
方
市
役
所
建
設
部
用
地
 

課
 

▼
届
出
期
限
 
昭
和
六
十
三
年
二
月
一
一
 

十
九
日
 

⑧④⑧ つ
い
こ
の
前
、
正
月
が
来
た
と
思
っ
 

て
い
た
ら
も
う
二
月
。
役
場
の
外
は
今
 

年
一
番
の
寒
さ
と
か
で
雪
が
舞
っ
て
い
 

る
た
め
、
福
智
山
は
見
え
ま
せ
ん
0
 

今
年
は
冬
が
な
い
の
か
、
と
思
わ
れ
 

た
程
暖
か
く
、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
並
の
 

気
温
と
い
う
天
気
予
報
を
見
る
た
び
、
 

冬
は
冬
ら
し
く
な
く
て
は
、
な
ん
て
思
 

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
来
て
 

イ
ッ
キ
に
真
冬
。
あ
と
二
、
三
回
は
積
 

雪
す
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
冬
は
 

北
風
に
雪
、
自
然
が
一
番
だ
と
思
い
ま
 

す
。
こ
の
寒
さ
に
耐
え
て
い
れ
ば
暖
か
 

い
春
が
来
ま
す
。
 

「
夜
明
け
の
前
が
一
 

番
暗
い
」
本
当
な
ん
で
す
ね
。
 

2月は国民健康保険税6期の納入月です 


